
 
おねしょは心配しすぎないで！ 
子どもは膀胱（ぼうこう）が小さいうえに、尿量を調節する抗利

尿ホルモンの分泌が不安定です。そのため夜間、無意識のうちに膀

胱に入る以上の量が作られ、あふれてしまうことがあり、これがお

ねしょです。 

 ７歳くらいまでのおねしょは、あまり心配しなくて大丈夫です。 

忙しい朝に、おねしょを発見すると、洗濯物や、布団の始末、とっ

ても大変ですが、大人が叱ったり、心配することで 

子どもにストレスを与えてしまいます。 

個人差があっても、おねしょはいつか 

なくなります。 

気持ちを大きく持っていきましょうね！ 

 

 

 

 

 
令和５年 2月 1日 

 甲斐市立竜王西保育園 

２月 保健だより 

 

 

 

厳しい寒さが続いていますが、子どもたちは元気いっぱいです。 

気温が低く、湿度が低い冬は、かぜのウイルスが大好きな季節ですが、 

大きな感染症の流行はなく過ごせています。体調を崩してお休みした

お友達は、１～3日程度のお休みで登園できていました。 

引き続き園では、環境作りや体調管理を行っていきます。 

体調を崩すことのなく、寒い冬をのりきりましょう。 

 

 

皮膚が極度に乾燥し、潤いがなくなることで外

からの刺激を受けやすくなり、割れて炎症を起

こしたものがあかぎれです。 

基本的なケアは、ワセリンなどの油分の入っ

た保湿剤を塗り、血行を良くすることです。 

ただ切れた部分から細菌感染を起こしてじ

くじくしてしまうことがありますので、 

その場合は、皮膚科を受診しましょう。 

抗生物質やステロイド剤で治療することがあ

ります。 

あかぎれになったら 


